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はじめに 

 

本文は野生鳥獣対策四国連携協議会が実施した囲いわなの捕獲実証試験の結果に基

づき，簡易的な囲いわなによる捕獲方法をマニュアル化したものである． 

 

マニュアル（手引き書）のあり方としては，固定された製品を用い，決められた部品

を決められた方法で使う手順を示すものの方が利用者の理解を得やすいものである．し

かし，ここで扱う囲いわなでは，キット化された製品を用いるのではなく，利用者が身

近にある資材を用い，利用条件に合わせて手を加えていくことを想定している．そのた

め，部品の仕様を細かく指定するのではなく，どのような考え方で資材を調達すればよ

いかという解説に力を入れた． 

 

 シカの捕獲は，農林業被害対策だけではなく，生物多様性の保全の観点からも適正に

行うことが求められている．捕獲技術は日進月歩で改良が進められているところであり，

資材もより良い品を選択しつつ改良を進めていくことが，より捕獲効率を高めるために

重要と考える．その意味で，このマニュアルからスタートした利用者が，さらにステッ

プアップを行い，手法の改良を進めてくことを期待したい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


